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〔こめんとユ
ウイノレスの分節ゲノム
ウイ Jレスは，感染性でときには病原性を示す， DNAまたは RNAどちらか
一方の核酸を含んだ自己複製性の核タンパク粒子と定義されるのが普通である。 
1935年， Stanleyによるタバコ・モザイク・ウイルスの結晶化以来多種多様の
ウイルスが純化され，なかには結品化されるものもあり，また核酸を天然の分子
量のまま抽出・精製することも可能となった。その結果，動物，植物，細菌ウイ
ノレスを問わずほとんどのウイ Jレスがその粒子中に I個の分子という形が核酸を含
有していることが明らかとなり，自律増殖性のウイルスゲノムの物質的実体は l
個の核酸分子であると広く認められてきた。しかし，一方核酸含量を異にする 2
種またはそれ以上の核タンパク粒子からなるウイルスが報告されている。この場
合，最も多量に存在し，しかも感染力のある粒子以外の粒子は生物活性のない非
感染性粒子であり，ウイルス粒子の生成途上のものか，またはウイルスの精製中
に生じた人工産物のいずれかである，と考えられてきた。近年，生物活性とウイ
ノレス粒子聞の関係が注意深く再検討された結果，植物ウイ Jレスの中にウイ Jレス活
性が単独の粒子に存在せず，複数個のウイルス粒子を必要とするものがあること
が明らかとなった。これらのウイルスで、はそれぞ‘れの粒子は不完全な機能しかも
たず，活性のないほかの粒子と共存して初めて完全なウイルス活性を示す。すな
わち，これらのウイルスではウイルスゲノムは l個の核酸分子中に存在せず，複
数個の異なる核酸分子(それぞれ別の粒子中にある)中に存在している。動物ウ
イルスにおいてもウイルスゲノムが， 1個の核酸分子中に存在せず複数個の分子
中に存在する例が近年見いだされている。レオウイルス群，インフルエンザ・ウ
イルス，白血病ウイルスなどがそれで、ある。これらのウイルスでは複数個のヌク
レオカプシドまたはその類似物が l個の粒子中にリポタンパク質の膜で被われて
存在する。したがって，これらの動物ウイルスでは，膜のない裸の核タンパク粒
子(ヌクレオカプシめからなる多粒子性植物ウイルスと異なり， 1個の粒子中
に複数個のヌクレオカプシドまたはその類似物が lセットとなって存在する。こ
の点を除くと，これらのウイルスは動物界，植物界にわたっているが，ウイルス
ゲノムが l個の RNA分子でなく複数個の分子(分節ゲノム)からなる点で共
通している。インフルエンザ・ウイノレスは，たびたびの世界的流行およびヲクチ
ンによる予防が困難であることからわかるように変異株が高ひん度で発生する。
そして，そのひん度は突然変異または遺伝的組み換えでは説明できないほどの高
さである。インフノレエンザ・ウイルスのゲノムは分節ゲノムであり，複数個の互
いに独立に行動できる組に分かれて存在する。高ひん度の変異株の発生は組の間
で“詰合わせ再結合"が高ひん度で起こることによると考えられる。植物ウイル
スにあっては，遺伝的組み換えがあるのか，ないのかはっきりしない。ウイルス
の存続にとって有利な一つの粒子に生じた変異がほかの粒子成分に生じた有利な
変異と組み合わさる可能性は，ウイノレス粒子が各粒子成分に配分されている多粒
子性植物ウイルスのほうがそうでないものに比べはるかに高い。したがって，多
粒子性はワイルスの帯続にとって明らかに有利である。一方，多粒子性ウイルス
では，複数の成分が同一細胞に同時に感染しないと，ウイ Jレスの感染・増殖が成
立しない。この点に関しては，一つの粒子中に全ゲノムを含んでいるウイルスの
方が有利で、ある。
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